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会議概要

• 2006年3月25日～31日@ウェリントン
（ニュージーランド）

• 82カ国から700人以上が参加
会場

（The Wellington Convention Centre）
3/27 GNSO各部会会合、ccNSOメンバー会合

3/28 ccNSOメンバー会合、地域At-Large会合、
SSACパブリックミーティング、GNSOパブリッ
クフォーラム

3/29 インターネットガバナンスワークショップ、
GNSO評議会、パブリックフォーラム第1部

3/30 パブリックフォーラム第2部

3/31 理事会

プログラム（抜粋）
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本会合での主なトピック

• 新gTLDの導入促進を決議
• 新sTLD導入の進捗
• ICANNとVeriSignとの和解
• SSACからの各種報告

– オルタネート・ルート
– DNSの再帰検索を利用したDDoS攻撃

• IDN
• ICANN戦略計画(Strategic Plan)の承認
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新gTLDの導入促進

• 2007年1月までに新gTLD導入のプロセス
を開始したい意向をICANN理事会が表明
– GNSOで既に開始されているポリシー策定プ
ロセス（PDP）の速やかな進行を促した

– GNSOでは2006年6月のマラケシュ会議に向
け第一次報告書を策定する予定

–今後PDPの進行とともに、新gTLDの募集に
向けた動きも出てくることが予想される
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sTLDの導入進捗

• .tel
– 申請組織との契約交渉終了
– 最終契約案公開中（2006.4.7～）

• .asia
– 交渉の最終段階
– 間もなく最終契約案を公開予定

• .xxx
– ウェリントン会議では採決を見送り
– 申請組織と契約案について再交渉、最終契約案公開
中（2006.4.18～）

– 2006年5月10日の理事会で採決か
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sTLDの導入状況一覧（参考）
申請TLD 用途 現在の状況

.cat カタロニア地域の言語、文化
コミュニティ用

承認済み。2005年12月にルートゾーンへ追加

.mobi モバイル機器、サービス用 承認済み。2005年10月にルートゾーンへ追加

.asia アジア太平洋地域の企業、個
人、団体用

2005年12月から契約交渉中

.tel 個人または企業の連絡先表
示、ナビゲーション用

2005年6月から契約交渉中、2006年4月に契
約書案公開。

.xxx アダルトサイト用 2005年6月から契約交渉中、2006年4月に契
約書案公開。

.tel IPベースの電話番号用 2004年11月に申請却下

.post 郵便事業関係者用 2004年7月から契約交渉中

.mail スパムフリー電子メールの送
受信者用

2005年7月に申請却下

.jobs 人事管理業務関係者用 承認済み。2005年9月にルートゾーンへ追加

.travel 旅行関連業界用 承認済み。2005年7月にルートゾーンへ追加

（2006年4月18日現在）
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VeriSignとの和解 - .com契約

• 2006年2月28日にICANN理事会で和解案
（+ .comレジストリ契約改訂・延長）を承認
– GNSOでは2006年2月に「既存のgTLDレジストリ契
約更新条件」をポリシー策定プロセスの対象とするこ
とを決議していた

– プロセスが未だ不十分でないかとの批判もくすぶる
– 上記理事会決議に対する異議申し立ては今回の理事
会で却下

– 現在、米国商務省の最終承認待ち
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SSACの報告書

• オルタネート・ルートについて
– ICANN/IANA管理外のTLDネームシステム（実験含
め）の現状分析および勧告を行った

• TLDラベルのエンコード方式をDNAME方式で行うかIDNAに
基づく方式で行うかの結論を早期に出すこと

• ccTLDオペレータはICANNのIDNテストベッドに積極的に参
加すべきで、その結論が出るまで独立したTLDシステムを構
築すべきでない

• DNSの再帰検索を利用したDDoS攻撃について
– 本攻撃の内容を分析、対策勧告を行った

• ネームサーバの運用者、ISPは自身のネームサーバにおい
て再帰検索を受け付ける範囲を適切に設定すること、等
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IDN/Strategic Plan

• IDN
– TLDへのIDN導入等が各所で議論に

• IDNに関する事務総長諮問委員会、GNSO IDNセッション、
理事会等

– SSACの報告書とも関連
• Strategic Planの承認

– 2006-2009年の戦略計画を理事会で承認
• 組織運営、ポリシー策定プロセスの向上
• より多くの利害関係者のICANNへの参加促進
• 米国商務省（DoC）とのMoU満了後におけるICANNのあり
方の検討、等が目標として掲げられた

• 今後これらの目標を達成するための運営計画（Operational 
Plan）と予算の策定に着手
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今後のICANN会議予定

• マラケシュ会議（モロッコ）
– 2006年6月26日～30日

• サンパウロ会議（ブラジル）
– 2006年12月2日～12月8日

• （未定 –欧州地域）
– 2007年3月26日～30日

• （未定 –北米地域）
– 2007年6月25日～29日

• （未定 – アジア地域）
– 2007年10月29日～11月2日
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